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＜推進方策＞
・ 国は、国際機関や各領域で活躍するＮＰＯ法人等とも連携しつつ、開発途上国の問題解決に
向けて、我が国の先進的な科学技術を活用した国際共同研究と政府開発援助（ＯＤＡ）による
技術協力を組み合わせた取組を推進する。
・ 国は、国際共同研究に関与した相手国の若手研究者等が、我が国で学位を取得することを支
援するとともに、帰国後も継続的な支援を行うなど、人材養成において多面的な協力を進める。

~ 科学技術の国際活動を展開するための基盤の強化
科学技術に関する二国間、多国間の国際協力活動を戦略的に進めていくためには、我が国と諸
外国との政府間対話等を一層充実するとともに、海外の科学技術の動向に関する情報を継続的に
収集、活用していく必要がある。このため、科学技術の国際活動を展開するための基盤強化を図
る。
＜推進方策＞
・ 国は、閣僚会議の開催等を通じて、首脳や閣僚による諸外国との科学技術に関する政策対話
を充実する。また、これまで二国間や多国間協力で培ってきた政府間、機関間の連携の下、政
府対話や協定に基づく協力を一層効果的に推進する。
・ 国は、大学や公的研究機関と連携、協力しつつ、これらの機関の海外拠点と在外公館、在外
研究者との情報交換や協力体制の構築を進める。また、国は、我が国の国際活動の幅を広げる
観点から、民間による科学技術に関する政策対話を支援する。
・ 国は、科学技術に関する政策決定に活用するため、海外の情報を継続的、組織的、体系的に
収集、蓄積、分析し、横断的に利用する体制を構築するとともに、これらに携わる人材の養成
を進める。

Õ．基礎研究及び人材育成の強化
１．基本方針
基礎研究の振興は、人類の新たな知の資産を創出するとともに、世界共通の課題を克服する鍵と
なる。また、基礎研究は、我が国の国力の源泉となる高い科学技術水準の維持、発展や、イノベー
ションによる新たな産業の創出や安全で豊かな国民生活を実現していくための基盤を成すものでも
ある。さらに、これらの基礎研究によって知のフロンティアを開拓するとともに、課題達成を進め
ていくのは、それに携わる人である。
このような観点から、Ó．及びÔ．で掲げた国として取り組むべき重要課題への対応とともに、「車
の両輪」として、長期的視野に立った基礎研究の推進と科学技術を担う人材の育成を一層強化して
いく必要がある。
研究者の自由な発想に基づいて行われる基礎研究は、近年、イノベーションの源泉たるシーズを
生み出すもの（多様性の苗床）として、また、広く新しい知的・文化的価値を創造し、直接的ある
いは間接的に社会の発展に寄与するものとして、ますますその意義や重要性が高まっている。我が
国の科学技術イノベーションの礎を確たるものとするためには、国として、独創的で多様な基礎研
究を重視し、これを一層強力に推進していくことが不可欠であり、基礎研究の抜本的強化に向けた
取組を進める。
また、我が国としては、科学技術イノベーションの推進を担う多様な人材を、中長期的な視点か
ら、戦略的に育成、支援していく必要がある。特に、近年、あらゆる活動がグローバルに展開され
る中、人材の国際的な獲得競争は一層激化しており、国を挙げて科学技術イノベーションを強力に
推進する観点から、優れた人材の育成及び確保に関する取組を強化する。特に、東日本大震災を受
けて、海外からの研究者等の離日や来日延期、我が国の研究者も含めた流出等が懸念される。我が
国の基礎研究及び人材育成の一層の強化のためには、グローバル化する世界にますます開かれた形
で国際水準の基礎研究を実施し、人材育成を行うことが極めて重要である。これに鑑み、国として、
世界に開かれた研究開発環境を構築し、国際水準の研究開発活動や、人材育成、確保に資する国際
的な交流、循環を促進する。

さらに、我が国が世界トップクラスの人材を国内外から惹き付け、世界の活力と一体となった研
究開発を推進していくためには、優れた研究施設や設備、研究開発環境の整備を進める必要がある。
このため、国際水準の研究環境及び基盤の形成を一層促進する。
２．基礎研究の抜本的強化
\独創的で多様な基礎研究の強化
基礎研究は、研究者の知的好奇心や探究心に根ざし、その自発性、独創性に基づいて行われるも
のである。その成果は、人類共通の知的資産の創造や重厚な知の蓄積の形成につながり、ひいては
我が国の豊かさや国力の源泉ともなるものである。このような独創的で多様な研究を広範かつ継続
的に推進するための取組を強化する。
＜推進方策＞
・ 国は、研究者の自由な発想に基づいて行われる基礎研究を支援するとともに、学問的な多様性
と継続性を保持し、知的活動の苗床を確保するため、大学運営に必要な基盤的経費（国立大学法
人運営費交付金及び施設整備費補助金、私学助成）を充実する。
・ 国は、科学研究費補助金について、新規採択率30％及び間接経費30％の確保に向けて一層の拡
充を図る。また、制度を簡略化し、ＰＩ（Principal Investigator）に対する研究費を十分に確
保する仕組みを整備する。
・ 国は、これらの研究から生まれたシーズを発展させ、課題達成等につなげていくため、多様な
研究資金制度の整備、充実を図るとともに、科学研究費補助金との連携を強化する。特に、基礎
的、基盤的な研究を戦略的、重点的に支援するための研究資金を一層拡充する。
・ 国は、基礎研究の性格を踏まえ、研究者の独創性や研究の発展可能性を考慮し、研究課題の柔
軟な選定、国際的基準などの多様な指標に基づく評価の実施など、ピアレビューを含めた審査や
評価の在り方について改善を図る。
・ 国は、基礎研究が長期的視野に立って推進するものであることを十分勘案しつつ、施策の企画
立案、資源の配分、成果の把握、評価の在り方等について、不断の検証と見直しを行う。
・ 国は、自然災害の影響等によって研究設備、機器が被害を受けるなど、研究活動に支障が生じ
る場合には、研究資金の柔軟な執行や研究期間の延長等が可能となる仕組みを整備する。
・ 国は、大学、公的研究機関に所属する研究者が、研究の意義や期待される成果について、国民
の幅広い理解が得られるよう、情報発信を積極的に進めることを期待する。国は、このような活
動を支援する。

]世界トップレベルの基礎研究の強化
国内外の優れた研究者を惹き付け、世界最先端の研究開発を推進するとともに、国際的に高く評
価される研究を更に伸ばすためには、国際研究ネットワークのハブとなり得る研究拠点を形成する
必要がある。このため、世界トップレベルの研究活動、教育活動を行う拠点の形成に向け、大学運
営の改革と弾力化を促進するとともに、海外の優れた研究者や学生が活発に行来し、かつ、定着す
るための環境整備を進める。
＜推進方策＞
・ 国は、国際的に高い水準の研究活動、教育活動を行う研究重点型の大学群の形成に向けて、関
連する取組を重点的に支援する。
・ 国は、国際水準の研究の推進や人材の育成と確保、国際的な情報発信の機会の充実等の取組を
多面的に支援する。その際、大学及び公的研究機関の機関別、研究領域別に評価を行い、その結
果を資金配分に反映する仕組みを検討する。
・ 国は、世界第一線の研究者の集積、迅速な意思決定、独自の人事及び給与体系、全ての職務に
おける英語使用、卓越した融合研究領域の開拓によって、優れた研究環境と高い研究水準を維持
する世界トップレベルの拠点の形成を促進する。
・ 国は、国際的な頭脳循環（ブレインサーキュレーション）における中核的拠点として、最先端
の大型研究開発基盤を有する研究拠点の形成を進める。
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